
 

令和８年度 

 第１回 大船渡市立博物館協議会 

 

 

日 時 令和８年６月４日（木）午後 1 時 30 分 

場 所 大船渡市立博物館 多目的ホール  

 

 

 

 

次  第 

 

１ 開  会 

２ 挨  拶 

３ 報  告 

・令和７年度 大船渡市立博物館事業実績について 

４ 協  議 

・令和８年度 大船渡市立博物館事業計画について 

５ そ の 他 

６ 閉  会 

 

 

 

 
※添付資料 ・令和７年度入館者の状況 

       ・博物館事業 成果指標達成状況一覧 

              ・博物館事業 写真報告 
 
 
 
 

大船渡市立博物館  
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２ 計画の体系                              

 

１ 確かな学力の育成
ア 学習指導要領の着実な実施
イ 教育ＤＸの推進
ウ 外国語教育の推進
エ 共に学び、共に育つ特別支援教育の充実
オ 教員の資質向上
カ 校種間連携の推進
キ 家庭学習の充実 

２ 豊かな心の育成
ア 自己肯定感の育成
イ 道徳教育・人権教育の充実
ウ いじめ・不登校等への対応
エ 復興教育・防災教育の推進
オ キャリア教育の推進
カ 文化芸術教育の推進
キ 総合的な学習の時間等の充実

３ 健やかな体の育成  
ア 体力の向上
イ 適切な部活動体制の推進
ウ 健康教育の充実 

４ 教育環境の充実
ア 安全・安心な環境の確保
イ 施設・設備の整備
ウ 教職員の働き方改革の推進
エ 学校の統合
オ 経済的な支援

５ 学校と家庭・地域の協働の推進
ア コミュニティ・スクールと地域学校協働活動
の一体的な推進

イ 部活動の地域展開
ウ 家庭との連携

１ 学習環境の充実
ア 生涯学習活動の推進
イ 社会教育施設・設備の整備

２ 学習機会の拡充
ア 魅力ある学習プログラムの提供
イ 世代に応じた講座等の実施
ウ 施設の特色を生かした学びの提供

３ 学習活動の促進
ア 学習活動の支援

１  文化財の保存と活用
ア 指定文化財等の保存と活用
イ 埋蔵文化財の保護
ウ 市立博物館における公開

２  伝統文化の継承
ア 伝統文化の伝承
イ 後継者の育成と記録保存

基本方針　　豊かな心を育む人づくりの推進

施策 基　本　事　業

地域の歴史・文化資源
の継承

３

生涯学習の推進２

１ 学校教育の充実

大船渡市教育振興基本計画（令和８年度～令和12年度）
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３ 報告 

・令和７年度大船渡市立博物館事業実績について 

令和７年度大船渡市立博物館事業の実績について、別紙のとおり報告します。 

 

    令和８年６月４日 

 

大船渡市立博物館長 伊 藤 喜久雄 
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実施時期

7月

8月

10月

11月

3月

8～12月

実施時期

通年

通年

6～3月

通年

8～9月

通年

通年

通年

目標

R7 R6 R7

40.0% 29.2% 28.3%

60.0% 45.8% 48.7%

・貸　出：10件（貝塚出土品、スケッチ、写真資料、化石等）
・撮影等： 6件（貝層剥ぎ取り写真、大船渡のまるた、人骨等）

　教育普及事業
　（資料の特別利用）

実　績

市　民

市民意識調査から

主体的に学ぶことを
通じて自己実現を図
る

意　図 成　果　指　標

｢日頃、学習活動に取組んだ成果を日々の暮らしに役立
てている｣と答えた市民の割合（市民意識調査）

｢日頃、何らかの学習活動に取組んでいる｣と答えた市民
の割合（市民意識調査）

対　象

令和７年度　大船渡市立博物館事業実績

防火水槽漏水修繕

　教育普及事業
　（学習相談・研究対応）

　教育普及事業
　（連携事業）

・市民、来館者等からの生涯学習相談 13件
　（地質・生物5件、考古･歴史ほか8件）

・市立小学校と連携
　博物館スクール　4校（赤崎小49人、猪川小50人、日頃市小10人、吉浜小8人）
・国立科学博物館と連携
　教員のための博物館の日（中止）　※津波警報発表による
・市立図書館との連携
　図書展「椿を読む。椿に出会う｡」（3月、2,725人）
・石と賢治のミュージアムとの合同地質観察会（10月、33人）
・三陸ジオパーク推進協議会及び三陸ジオパークけせん地域協議会
　さんりくジオパークかわらばん2025inけせん（募集8月まで、巡回展示10月
　～12月）応募作品118点

生涯学習情報の提供
（市広報紙、市ホームページ、市ＳＮＳ等による）

リーフレット配布、博物館・椿館共通入館券の発行、展示解説等
・入館者数　6,924人（高校生以下1,591人、一般5,333人）うち共通券1,051人
・開館日数　304日

博物館実習（盛岡大1人、静岡大1人）

・地質観察会（6月15日 越喜来/崎浜漁港及び小壁漁港 34人）
・体験学習（8月9日 釣針づくり体験19人、10月19日 釣り体験12人/越喜来漁港）
・博物館講座（11月16日「長谷寺の文化財」36人、2月22日･3月8日「つばきの葉
　　　　　　の『葉脈標本』しおりづくり」22人）

　展示事業

　教育普及事業
　（自然観察・体験学習等）

　施設改修事業

学校等の団体利用　29団体
（吉浜小28人、好地地区まちづくり委員会25人、水沢小学校114人、仙台一高341
人、西和賀町母子寡婦福祉協会12人、住田町教育委員会遠足23人、放課後等デイ
サービス「空の青」9人、登米市宝江コミュニティ運営協議会31人、南八友志の会
10人、ウォーキンググループわらじ24人、蛸ノ浦地区生きがいセミナー17人、JR
東日本びゅうツーリズム＆セールス109人、岩手開発産業株式会社三陸ツアーズ12
人、綾里小学校25人、金ケ崎町真栄木地区15人、渋民地区自治会連絡協議会10
人、日居城野地区コミュニティ会議24人、立根こども園24人、ワインレッド・花
巻観光23人、椿サミット参加者84人、これからだ倶楽部26人　ほか）

　教育普及事業
　（各種実習・研修対応）

施策２　生涯学習の推進

基本事業
　(１)学習環境の充実

・市民の多様なニーズに対応した社会教育施設・設備の充実
・老朽化した社会教育施設の適切な維持管理
・国指定文化財や各種資料等の収集・適正な保存を図り、企画展示等による利用促進

取　組　状　況主な取組事項

火災報知器バッテリー交換、ガス警報器交換

外灯用タイマースイッチ交換、機械室扉修繕、コンデンサ交換、非常用照明交換

基本事業
　(２)学習機会の拡充

・社会の変化に伴う課題や市民の多様なニーズを把握し、魅力ある学習プログラムを提供
・生涯学習関連情報を収集・周知
・各分野の企画展や体験ワークショップの開催、市ホームページで収蔵品を公開

主な取組事項

常設展示（荒れ狂う海・津波コーナー西側）改修

取　組　状　況

　管理事業

電灯盤漏電遮断機修繕、特別展示室内照明設備改修

低圧コンデンサ交換

椿館との共通無料入館券　全世帯配布（広報1月号）／つばきまつり
（1/25～3/22）1,631人　うち共通無料券入館者304人）

東北文化の日（10/25～10/26・11/3）173人

碁石海岸観光まつり（5/3～5/4）1,707人

入館無料

　管理事業

5～3月
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実施時期

通年

9～10月

5月

6月

7月

8月

9月

12月

2月

3月

通年

通年

R7.1～5月

7～11月

R8.1～5月

目標

R7 R6 R7

市　民 80.0% 75.2% 74.1%

基本事業
　(１)文化財の保存と活用

・地域の歴史や文化遺産、伝統文化に係る特別展や企画展を開催
・収蔵資料の展示やインターネットでの発信により、交流人口の拡大を図る

特別陳列「新収蔵品展～まちの歩みと人のいとなみ～」
　展示解説会（1月26日:18人、5月11日:10人）

・資料収集：寄贈4件（民俗資料）
・資料保管：館内・文化財収蔵庫・民俗資料保管庫の温湿度記録、文化財用
　殺虫剤の設置

常設展示「大船渡 その海と大地」の公開

　展示事業

　収集保管事業

　調査研究事業

大船渡市立博物館発足70周年記念 企画展「発見！ふるさとの“むかし”」
　展示解説会（7月20日:7人、8月31日:8人、9月21日:2人、10月26日:28人、
　　　　　　11月24日:10人）

・地質観察会事前下見調査（三陸町越喜来）
・民俗資料（衣類）調査
・絵画資料調査

民俗資料（押絵等）調査

気仙地域出土資料調査（国立科学博物館 筑波研究施設）

写真資料調査

民俗資料（樽・桶）調査

静岡大学ルグラン氏随行調査(日頃市町)2日間

令和７年度　大船渡市立博物館事業実績

郷土の伝統や文化を知
り、郷土に誇りと愛着
を持つ

｢郷土の伝統芸能や文化財を大切にしたい｣
と答えた市民の割合（市民意識調査）

主な取組事項 取　組　状　況

収蔵庫・特別収蔵庫等の密閉燻蒸（作業期間中は臨時休館）

市民意識調査から

対　象 意　　　　図 成　果　指　標

企画展「花ひらく椿の世界」
　展示解説会（R8年1月25日:8人、3月22日:13人、4月26日:3人、5月10日:
　7人）

・珊琥島クモ類営巣地確認調査（珊琥島）1日間
・民俗資料（手芸用品）調査
・静岡大学ルグラン氏随行調査(日頃市町、三陸町)3日間

特別陳列「三陸ジオパークコーナー」の公開

実　績

地質観察会事前下見調査（三陸町越喜来）

施策４　地域の歴史・文化資源の継承
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４ 協議 

・令和８年度大船渡市立博物館事業計画について 
 

令和８年度大船渡市立博物館事業の計画について、意見を求めます。 

 

令和８年６月４日 

 

大船渡市立博物館長 伊 藤 喜久雄 
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実施時期

通年

通年

実施時期

通年

随時

随時

通年

6･8･2月

7月

9･10月

随時

随時

7月

随時

随時

7月

随時

随時

随時

令和８年度　大船渡市立博物館事業計画

取　組　内　容

生涯学習情報の提供
（市広報紙、市ホームページ、市ＳＮＳ等による）

資料の貸出対応（学校授業、他館等）

講師派遣（学校行事等）

主な取組事項

　教育普及事業
 　（連携事業）

　教育普及事業
 　(自然観察・体験学習等)

　管理事業

施設供用(多目的ホール等）

入館無料
・碁石海岸観光まつり、東北文化の日等
・椿館との共通無料入館券　全世帯配布／つばきまつり

職員派遣、三陸ジオパーク活動への協力　※その他の機関と連携

さんりくジオパークかわらばん2025（予定）
（三陸ジオパーク推進協議会及び三陸ジオパークけせん地域協議会主催）
※巡回作品展は10～12月

生涯学習相談、専門研究対応

中学生・高校生等の職場体験、博物館実習生の受入、
教員の社会体験研修の受入

社会科見学、防災学習、理科巡検等の受入　※各学校と連携

「教員のための博物館の日」（会場：大船渡市）　※国立科学博物館等と連携

博物館スクール(社会科・理科等の学習支援)　※小学校と連携

　展示事業
・入館者サービス(リーフレット配布、共通入館券発行、展示解説等)
・はっけんカード、スケッチ教材、ペーパークラフトの配備
・展示設備の維持管理

博物館講座「過去から学ぶ三陸地震津波」ほか

自然観察会（立根川）

　教育普及事業
 　（学習相談・研究対応）

体験学習（砂金取り、釣針づくり・釣り）

施策２　生涯学習の推進

基本事業
　(１)学習環境の充実

・施設の適切な維持管理に努めるとともに、市民の多様な学習ニーズに応じた施設・
　設備の充実を図る。
・収蔵資料の適正な保存管理に努めるほか、常設展示の計画的な改修など、利用者の
　学習効果の向上を図る。

取　組　内　容主な取組事項

　管理事業 施設・設備の保守管理、建物修繕

　施設改修事業 常設展示（コンコース）改修

基本事業
　(２)学習機会の拡充

・市民の多様なニーズを把握し、魅力ある学習プログラムを提供
・生涯学習関連情報の積極的な周知
・地質や考古を中心に、各分野における展示や体験学習等の開催
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実施時期

通年

通年

通年

通年

9～10月

通年

通年

随時

随時

通年

通年

1～3月

随時

通年

5～6月

7～11月

1～3月

通年

令和８年度　大船渡市立博物館事業計画

　展示事業
　（特別展示）

　教育普及事業
　（収蔵資料等特別公開）

シアター　①常設展示案内映像「大船渡 その海と大地」
②東日本大震災津波映像「荒れ狂う海～津波常習地・大船渡～」

博物館資料燻蒸(収蔵庫・特別収蔵庫)

展示資料の追加・更新

企画展（食に関する考古展）

専門研究員の設置(考古・歴史・地質・動物･植物の学識経験者)　5人

研究設備の整備(文献購入)、文化財調査研究事業への協力

「三陸ジオパークコーナー」（エントランスホール）
「日本遺産コーナー」（エントランスホール）

収蔵資料情報等のインターネット公開

常設展示「大船渡 その海と大地」

　展示事業
　（常設展示）

常設展示改修に伴う展示解説会

特別陳列「ともに災害と向き合う」

基本事業
　(１)文化財の保存と活用

・企画展などの開催を通じ、地域の特色ある歴史・文化資源に対する理解と関心の
　向上を図る。
・展示内容の充実や情報発信を通じ、収蔵資料の活用を推進する。

主な取組事項 取　組　内　容

施策３　地域の歴史・文化資源の継承

資料収集 気仙地域の自然と文化を理解する上で必要な資料

企画展（黄金展）

気仙地域地質資料調査（地質）、ワカメ付着生物調査（生物）

　収集保管事業

気仙地域出土資料調査（考古）、産金遺跡調査（自然・人文）

資料整理 歴史資料(紙本資料)整理、地質資料(収蔵化石)整理等

資料保管 収蔵庫・特別収蔵庫等の環境管理、文化財用殺虫剤の設置等

図書資料の収集・管理、収蔵資料の特別利用(撮影・貸出・熟覧等)

　調査研究事業
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令和８年度 大船渡市立博物館 役職員名簿 

 

役 職 氏 名 任命区分等 任期等 

博 

物 

館 

協 

議 

会 

委 

員 

会 長 佐々木 康 人 学識経験者 令和７年４月１日～令和９年３月31日 

会長職務
代理者 

中 嶋 敬 治 社会教育関係者 平成31年４月１日～令和９年３月31日 

委 員 

千 田 房 代 学識経験者 令和５年４月１日～令和９年３月31日 

佐々木イザベル 学識経験者 令和７年４月１日～令和９年３月31日 

鈴 木 優 里 社会教育関係者 令和７年４月１日～令和９年３月31日 

菅 原 宰 喜 学校教育関係者 令和７年５月27日～令和９年３月31日 

専 

門 

研 

究 

員 

金 野 良 一 考古分野 平成28年４月１日～令和10年３月31日 

蝦 名 裕 一 歴史分野 平成８年４月１日～令和10年３月31日 

佐 藤 悦 郎 地質分野 平成28年４月１日～令和10年３月31日 

鈴 木 まほろ 植物分野 平成26年 4月 1日～令和10年３月31日 

朝日田   卓 動物分野 平成12年 4月 1日～令和10年３月31日 

職 
 
 

員 
伊 藤 喜久雄 館 長 令和８年４月着任 

新 沼 千鶴子 館長補佐 令和７年５月着任 

村 田   匠 係 長 令和６年４月着任 

今 野 浩 一 主 任 令和８年４月着任 

古 澤 明 輝 主任学芸員 令和２年４月着任 

工 藤 やよい 係長(兼) 教育総務課 係長 

鈴 木 めぐみ 主査(兼) 教育総務課 主査 

千 田   優 学芸員(兼) 教育総務課 学芸員 

髙 橋 雅 子 事務補助員 令和５年４月着任 
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令和７年度入館者の状況 

１ 月別入館者数（中学生以下／高校生／一般） 

 
   

 
 

 

２ 世界の椿館・碁石との共通入館者（一般のみ） 
単位：人 

  区分等 博物館販売 椿館販売 合 計 利用率 

令和７年度 

個 人 215 764 979 38% 

団 体 24 48 72 29% 

合 計 239 812 1,051 37% 

令和６年度 

個 人 201 575 776 32% 

団 体 37 22 59 33% 

合 計 238 597 835 32% 

前年度比 

個 人 14 189 203 - 

団 体 △ 13 26 13 - 

合 計 1 215 216 - 

※ 利用率：各区分の有料入館者に占める共通入館券利用者の割合 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

小中学生 28 473 151 26 89 18 77 107 29 56 73 72 1,199

高校生 0 43 1 316 10 2 5 4 0 3 4 4 392

一般 180 1,427 246 310 393 216 434 440 55 206 636 790 5,333

合計 208 1,943 398 652 492 236 516 551 84 265 713 866 6,924

開館日数 26 27 25 25 27 19 23 26 24 25 26 28 301

小中学生 45 510 50 58 113 65 58 79 20 33 96 46 1,173

高校生 4 42 4 321 7 0 3 3 0 4 2 3 393

一般 316 1,510 319 320 339 201 395 383 145 195 480 351 4,954

合計 365 2,062 373 699 459 266 456 465 165 232 578 400 6,520

開館日数 25 27 26 26 27 21 23 26 24 25 25 28 303

小中学生 △ 17 △ 37 101 △ 32 △ 24 △ 47 19 28 9 23 △ 23 26 26

高校生 △ 4 1 △ 3 △ 5 3 2 2 1 0 △ 1 2 1 △ 1

一般 △ 136 △ 83 △ 73 △ 10 54 15 39 57 △ 90 11 156 439 379

合計 △ 157 △ 119 25 △ 47 33 △ 30 60 86 △ 81 33 135 466 404

開館日数 1 0 △ 1 △ 1 0 △ 2 0 0 0 0 1 0 △ 2

前
年
度
比

R
６
年
度

R
７
年
度

0

500
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1,500
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人

月別入館者数の推移
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R６年度



 ３　年度別入館者・入館料
令和８年３月31日現在　

  
年度 入館料 開館日数

個人 団体 無料 小計 個人 団体 無料 小計 個人 団体 無料 小計 有料 無料 年度計

昭和57 2,941 733 1,064 4,738 297 32 26 355 8,112 1,720 3,824 13,656 13,835 4,914 18,749 2,258,900 202 92.8

昭和58 2,243 1,093 732 4,068 246 311 0 557 8,713 1,473 879 11,065 14,079 1,611 15,690 2,310,500 299 52.5

昭和59 2,484 1,485 710 4,679 277 129 0 406 10,982 2,069 740 13,791 17,426 1,450 18,876 2,883,850 299 63.1

昭和60 2,867 1,072 773 4,712 354 403 13 770 12,185 1,269 811 14,265 18,150 1,597 19,747 3,061,050 297 66.5

昭和61 2,489 1,317 614 4,420 293 270 0 563 10,087 1,454 755 12,296 15,910 1,369 17,279 2,621,200 300 57.6

昭和62 2,569 1,001 680 4,250 273 91 0 364 11,135 1,121 1,015 13,271 16,190 1,695 17,885 2,752,150 302 59.2

昭和63 2,441 832 489 3,762 331 227 13 571 10,159 1,077 1,016 12,252 15,067 1,518 16,585 2,551,400 298 55.7

平成1 1,921 791 450 3,162 215 113 0 328 8,515 887 1,031 10,433 12,442 1,481 13,923 2,111,250 298 46.7

平成2 1,637 833 333 2,803 251 148 0 399 7,246 871 1,158 9,275 10,986 1,491 12,477 1,837,650 297 42.0

平成3 1,775 1,152 314 3,241 261 151 2 414 8,142 1,024 645 9,811 12,505 961 13,466 2,071,350 281 47.9

平成4 1,358 517 561 2,436 191 32 0 223 7,377 763 697 8,837 10,238 1,258 11,496 1,783,350 241 47.7

平成5 1,631 525 844 3,000 267 8 25 300 7,783 586 1,386 9,755 10,800 2,255 13,055 1,874,700 269 48.5

平成6 1,177 749 1,083 3,009 123 0 18 141 6,512 908 1,541 8,961 9,469 2,642 12,111 1,612,200 296 40.9

平成7 1,197 183 1,070 2,450 194 0 0 194 6,724 659 1,052 8,435 8,957 2,122 11,079 1,601,600 293 37.8

平成8 938 208 764 1,910 142 31 0 173 5,322 718 1,470 7,510 7,359 2,234 9,593 1,907,400 290 33.1

平成9 820 338 597 1,755 86 2 15 103 5,634 1,159 1,458 8,251 8,039 2,070 10,109 2,091,950 292 34.6

平成10 674 538 793 2,005 82 23 1 106 4,480 1,117 897 6,494 6,914 1,691 8,605 1,732,150 283 30.4

平成11 702 316 938 1,956 77 0 39 116 5,100 955 1,384 7,439 7,150 2,361 9,511 1,866,300 289 32.9

平成12 579 182 580 1,341 69 45 4 118 3,385 809 1,140 5,334 5,069 1,724 6,793 1,299,600 298 22.8

平成13 267 290 1,661 2,218 46 23 58 127 3,799 705 2,268 6,772 5,130 3,987 9,117 1,366,350 287 31.8

平成14 224 114 2,075 2,413 33 7 75 115 2,955 541 4,155 7,651 3,874 6,305 10,179 1,055,500 286 35.6

平成15 (1,482) (771) 2,253 2,253 (70) (125) 195 195 2,321 606 4,026 6,953 2,927 6,474 9,401 (1,223) 917,400 300 31.3

平成16 (1,664) (608) 2,272 2,272 (74) (148) 222 222 2,432 687 4,515 7,634 3,119 7,009 10,128 (1,809) 1,011,850 295 34.3

平成17 (1,763) (474) 2,237 2,237 (89) (423) 512 512 2,122 284 5,125 7,531 2,406 7,874 10,280 (1,484) 792,500 295 34.8

平成18 (1,840) (354) 2,194 2,194 (115) (240) 355 355 1,856 183 4,707 6,746 2,039 7,256 9,295 (976) 654,350 295 31.5

平成19 (1,719) (377) 2,096 2,096 (85) (31) 116 116 1,418 396 3,978 5,792 1,814 6,190 8,004 (881) 598,800 296 27.0

平成20 (1,550) (241) 1,791 1,791 (99) (262) 361 361 1,333 314 4,899 6,546 1,647 7,051 8,698 (616) 544,200 293 29.7

平成21 (1,227) (606) 1,833 1,833 (140) (45) 185 185 1,520 233 3,446 5,199 1,753 5,464 7,217 (442) 562,450 293 24.6

平成22 (953) (283) 1,236 1,236 (93) (258) 351 351 1,241 80 4,427 5,748 1,321 6,014 7,335 (538) 431,800 275 26.7

平成23 (405) (60) 465 465 (18) (0) 18 18 614 88 1,436 2,138 702 1,919 2,621 (236) 221,300 172 15.2

平成24 (1,294) (400) 1,694 1,694 (121) (9) 130 130 1,961 178 3,241 5,380 2,139 5,065 7,204 (411) 649,650 293 24.6

平成25 (915) (139) 1,054 1,054 (44) (0) 44 44 2,407 126 2,880 5,413 2,533 3,978 6,511 (343) 727,200 287 22.7

平成26 (1,143) (155) 1,298 1,298 (47) (120) 167 167 3,341 428 3,715 7,484 3,769 5,180 8,949 (848) 1,012,300 293 30.5

平成27 (1,684) (236) 1,920 1,920 (69) (122) 191 191 3,454 211 4,095 7,760 3,665 6,206 9,871 (605) 1,038,150 294 33.6

平成28 (1,299) (212) 1,511 1,511 (152) (12) 164 164 3,018 237 4,659 7,914 3,255 6,334 9,589 (559) 917,900 305 31.4

平成29 (1,136) (1) 1,137 1,137 (130) (80) 210 210 2,705 283 3,356 6,344 2,988 4,703 7,691 (300) 855,450 293 26.2

平成30 (1,038) (223) 1,261 1,261 (64) (12) 76 76 3,308 251 2,761 6,320 3,559 4,098 7,657 (401) 1,044,850 307 24.9

令和1 (1,233) (282) 1,515 1,515 (118) (0) 118 118 3,270 128 2,347 5,745 3,398 3,980 7,378 (545) 937,300 265 27.8

令和2 (283) (300) 583 583 (35) (30) 65 65 1,373 0 462 1,835 1,373 1,110 2,483 (414) 340,100 229 10.8

令和3 (689) (293) 982 982 (58) (0) 58 58 2,083 30 1,482 3,595 2,113 2,522 4,635 (749) 473,300 267 17.4

令和4 (920) (200) 1,120 1,120 (81) (347) 428 428 2,803 90 1,857 4,750 2,893 3,405 6,298 (1,066) 683,000 299 21.1

令和5 (1,043) (350) 1,393 1,393 (56) (361) 417 417 2,769 166 2,307 5,242 2,935 4,117 7,052 (1,242) 629,800 305 23.1

令和6 (1,121) (52) 1,173 1,173 (72) (321) 393 393 2,447 180 2,327 4,954 2,627 3,893 6,520 (835) 641,900 303 21.5

令和7 (1,131) (68) 1,199 1,199 (81) (311) 392 392 2,572 249 2,512 5,333 2,821 4,103 6,924 (1,051) 645,750 301 23.0

累計 (60,466) (20,954) 51,342 98,545 (6,019) (5,303) 5,457 11,611 206,715 27,313 103,882 337,910 287,385 160,681 448,066 (17,574) 58,981,700 12,552 35.7

（　）数値は内訳 は有料入館者数

－
2
－

※平成15年度以降、小・中学生、高校生は入館無料

1日平均
入館者数

入 館 者
うち共通券

利用者
小・中学生 高　校　生 一　　般 合　　　計



目標値

R4 R5 R6 R7 (R7)

施設設備の故障・不具合発生件数 件 － 1 3 10 1

不具合対応率 ％ － 100 100 100 100

博物館施設改修事業
博物館利用者
（市民・観光客）
博物館施設・設備

快適な環境で気仙地域の
自然と文化を学ぶことが
できる。

施設設備の改修済件数 件 2 1 1 1 1

博物館教育普及事業 市民

教育普及事業を通して、
気仙地域の自然と文化に
ついて学ぶことができ
る。

教育普及事業への参加者数 人 1,020 1,422 1,033 1,487 1,450

博物館調査研究事業
気仙地域の自然と
文化を理解する上
で必要な資料

博物館での活用に向けた
学術情報を保存・蓄積す
ることができる。

年度末の総登録資料件数 件 6,388 6,437 6,440 6,444 6,400

年度末の総受入資料件数 件 3,372 3,383 3,387 3,391 3,397

滅失・損傷した資料件数 件 0 0 0 0 0

博物館展示事業
博物館利用者
（市民・観光客）

展示事業を通して、気仙
地域の自然と文化につい
て学ぶことができる。

博物館入館者数 人 6,298 7,052 6,520 6,924 8,400

博物館所管事業　成果指標達成状況一覧

－
3
－

指標名 単位
事務事業名 対　　象 意　　図

成果指標

実績値

快適な環境で気仙地域の
自然と文化を学ぶことが
できる。

博物館利用者
（市民・観光客）
博物館施設・設備

博物館管理事業

博物館の中に適切な状態
で資料を保存・蓄積する
ことができる。

気仙地域の自然と
文化を理解する上
で必要な資料

博物館収集保管事業
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令和７年度大船渡市立博物館事業 写真報告 

 

１ 教育普及事業（体験学習） 

⑴ 地質観察会（6/15） 

 

⑵ 釣針づくり(8/9)・釣り体験(10/19） 
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 ⑶ 博物館講座 

・「長谷寺の文化財」（11/16） 

 

・「つばきの葉の『葉脈標本』しおりづくり」（2/22・3/8） 

 

 

２ 教育普及事業（連携事業） 

 ⑴ 博物館スクール（通年） 

 

 

 

赤崎小（10/24） 猪川小（11/28）  
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⑵ 図書展「椿を読む。椿に出会う｡」（3/5～3/25） 

 

⑶ 石と賢治のミュージアムとの合同地質観察会（10/18） 

 

 

３ 展示事業 

 ⑴ 企画展「発見！ふるさとの“むかし”」 
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⑵ 企画展「花ひらく椿の世界」 

 

４ 施設改修事業 

・常設展示「荒れ狂う海・津波」コーナー西側改修 展示解説会（１月～３月） 


